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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第110期

中間連結会計期間
第111期

中間連結会計期間
第110期

会計期間

自2023年
　12月１日
至2024年
　５月31日

自2024年
　12月１日
至2025年
　５月31日

自2023年
　12月１日
至2024年
　11月30日

売上高 （千円） 2,913,709 2,799,212 5,913,405

経常利益又は経常損失（△） （千円） 83,214 △18,863 142,792

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する中間純損失（△）

（千円） 58,779 △11,456 170,580

中間包括利益又は包括利益 （千円） 208,629 △30,392 192,143

純資産額 （千円） 3,234,124 3,157,186 3,217,593

総資産額 （千円） 8,349,131 8,464,257 8,462,236

１株当たり中間（当期）純利益又

は１株当たり中間純損失（△）
（円） 59.04 △11.51 171.34

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 38.74 37.30 38.02

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △49,861 151,693 139,530

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △110,364 △94,349 △148,759

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 191,764 185,696 20,493

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,935,686 2,156,917 1,914,788

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

　　　　　　記載しておりません。

 　　　 ２．第110期中間連結会計期間及び第110期の潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

 　　　 ３．第111期中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載いたしま

した「事業等のリスク」について、重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）財政状態及び経営成績の状況

（経営成績の分析）

　当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善やインバウンドの増加等による緩やかな回復

も見られましたが、物価高・実質賃金の減少による個人消費の低迷や米国の関税政策の影響など、依然として先行き

不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、中期経営計画に基づいて企業価値向上に向けた重点施策に取り組んでおり、設備投資につ

きましては、千葉工場において計画しておりました粉体塗料生産設備の導入が予定通り2025年２月に完了し、粉体塗

料の生産力増強を図っております。

　当中間連結会計期間における当社グループの業績は、機械・金属関連といった当社の主要な取引先の生産量の大幅

減による需要減少などの影響が続いており、売上高は2,799百万円（前年同期比3.9％減）となりました。利益につき

ましては、売上減少に加え、原材料価格の高騰や運送費など諸経費の増加が続いており、価格改定を進めましたが、

経常損失は18百万円（前年同期経常利益83百万円）、親会社株主に帰属する中間純損失は11百万円（前年同期親会社

株主に帰属する中間純利益58百万円）となりました。

　なお、当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略してお

ります。

 

（財政状態の分析）

（資産）

　総資産は、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が242百万円、機械装置及び運搬具が147百万円それぞれ増加し、

受取手形及び売掛金が240百万円、建設仮勘定が65百万円それぞれ減少したこと等により、8,464百万円（前連結会計

年度末比2百万円増）となりました。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ短期借入金が153百万円、長期借入金が62百万円それぞれ増加し、支払手形及び

買掛金が145百万円、退職給付に係る負債が50百万円それぞれ減少したこと等により、5,307百万円（前連結会計年度

末比62百万円増）となりました。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が41百万円、その他有価証券評価差額金が19百万円それぞれ減少し

たこと等により3,157百万円（前連結会計年度末比60百万円減）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、2,156百万円（前年同期末残高

1,935百万円）となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は151百万円（前年同期は49百万円の減少）となりました。これは主に売上債権の減少

額293百万円、仕入債務の減少額190百万円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は94百万円（前年同期は110百万円の減少）となりました。これは主に生産設備の維持

更新のための有形固定資産の取得による支出93百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は185百万円（前年同期は191百万円の増加）となりました。これは主に長期借入れによ

る収入350百万円、長期借入金の返済による支出263百万円、短期借入金の純増額130百万円等によるものでありま

す。
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（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

（４）株式会社の支配に関する基本方針

　当中間連結会計期間において、株式会社の支配に関する基本方針について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

　当中間連結会計期間の研究開発費の総額は129百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性

　運転資金需要の主なものは、原材料・部品等の購入費用、製造経費、研究開発費、販売費及び一般管理費等の営業

費用であります。投資を目的とした資金需要は、設備投資等であります。

　当社グループは、事業運営上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としております。

　短期運転資金は金融機関からの短期借入を、設備投資や長期運転資金の調達につきましては金融機関からの長期借

入を基本としております。

 

（７）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設のうち、当中間連結会計期間において完成したものは

次のとおりであります。

会社名
事業所名

(所在地)
設備の内容

投資総額

(百万円)

資金調達

方法
完成年月

川上塗料㈱
千葉工場

(千葉県市原市)

粉体塗料

生産設備
154 自己資金

2025年

２月

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（2025年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,000,000 1,000,000

東京証券取引所

スタンダード市場

名古屋証券取引所

メイン市場

単元株式数

100株

計 1,000,000 1,000,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（株）

発行済株式
総数残高
　（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年12月１日～

2025年５月31日
－ 1,000,000 － 500,000 － 41,095
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（５）【大株主の状況】

  2025年５月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

㈱サイブリッジ
東京都中央区日本橋室町１丁目13－１

ＤＫノア４階
155 15.60

川上塗料共栄会 ※ 兵庫県尼崎市塚口本町２丁目41－１ 76 7.70

三井物産ケミカル㈱ 東京都千代田区大手町１丁目３－１ 72 7.32

㈱日本カストディ銀行（三井

住友信託銀行再信託分・三井

化学㈱退職給付信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－12 57 5.72

川上塗料従業員持株会 兵庫県尼崎市塚口本町２丁目41－１ 42 4.30

㈱SBI証券 東京都港区六本木１丁目６－１ 37 3.72

DEUTSCHE BANK AG,FRANKFURT

CLT 4000000

（常任代理人　㈱みずほ銀行

決済営業部）

TAUNUSANLAGE 12,60325 FRANKFURT AM

MAIN,GERMANY

（東京都港区港南２丁目15－１　品川イン

ターシティＡ棟）

30 3.08

㈱東広 東京都渋谷区大山町24－13 28 2.86

みずほ信託銀行㈱ 東京都千代田区丸の内１丁目３－３ 26 2.61

交洋貿易㈱ 大阪市北区梅田１丁目13－１ 22 2.28

計 － 550 55.19

　（注）１．※は当社の取引先持株会であります。

２．所有株式数は千株未満を切り捨てて記載しております。

３．株式会社サイブリッジは、2025年５月13日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書

において、住所が「東京都渋谷区千駄ヶ谷５-27-５」と記載されておりますが、2025年５月31日現在の

株主名簿に従い記載しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年５月31日現在

 区分  株式数（株）  議決権の数（個）  内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） (普通株式) 6,900 － －

完全議決権株式（その他） (普通株式) 989,100 9,891 －

単元未満株式 (普通株式) 4,000 － －

発行済株式総数  1,000,000 － －

総株主の議決権  － 9,891 －

 

 

②【自己株式等】

    2025年５月31日現在

所有者の氏名又は

名称
所有者の住所

自己名義所有株

式数（株）

他人名義所有株

式数（株）

所有株式数の合

計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

川上塗料㈱
兵庫県尼崎市塚口本町

２丁目41－１
3,400 － 3,400 0.34

㈱友進商会
大阪府守口市大庭町２

丁目８－24
－ 3,500 3,500 0.35

計 － 3,400 3,500 6,900 0.69

(注)　㈱友進商会は当社の取引先持株会である川上塗料共栄会（兵庫県尼崎市塚口本町２丁目41－１）の会

員であり、川上塗料共栄会名義で所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2024年12月１日から2025年５月

31日まで）に係る中間連結財務諸表について、仰星監査法人による期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,914,788 2,156,917

受取手形及び売掛金 ※２ 1,106,620 ※２ 865,962

電子記録債権 ※２ 1,415,496 ※２ 1,363,019

商品及び製品 798,702 777,441

仕掛品 39,043 38,138

原材料及び貯蔵品 387,681 362,683

その他 46,919 42,188

流動資産合計 5,709,253 5,606,351

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 509,134 544,518

機械装置及び運搬具（純額） 271,032 418,980

土地 757,697 757,697

建設仮勘定 65,780 569

その他（純額） 72,316 66,204

有形固定資産合計 1,675,961 1,787,971

無形固定資産 14,373 11,371

投資その他の資産   

投資有価証券 1,029,993 1,012,624

その他 32,654 45,938

投資その他の資産合計 1,062,647 1,058,563

固定資産合計 2,752,983 2,857,905

資産合計 8,462,236 8,464,257
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(2025年５月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 1,158,577 ※２ 1,013,149

電子記録債務 ※２ 970,186 ※２ 925,139

短期借入金 1,027,186 1,180,498

未払法人税等 1,695 5,408

その他 ※２ 393,944 ※２ 472,966

流動負債合計 3,551,588 3,597,161

固定負債   

長期借入金 880,705 943,430

退職給付に係る負債 730,713 680,694

その他 81,635 85,784

固定負債合計 1,693,054 1,709,909

負債合計 5,244,643 5,307,070

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 41,095 41,095

利益剰余金 2,097,078 2,055,722

自己株式 △9,021 △9,135

株主資本合計 2,629,152 2,587,682

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 579,091 559,633

退職給付に係る調整累計額 9,349 9,870

その他の包括利益累計額合計 588,440 569,503

純資産合計 3,217,593 3,157,186

負債純資産合計 8,462,236 8,464,257
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

売上高 2,913,709 2,799,212

売上原価 2,383,012 2,361,308

売上総利益 530,697 437,904

販売費及び一般管理費 ※ 472,247 ※ 476,539

営業利益又は営業損失（△） 58,450 △38,635

営業外収益   

受取利息 5 509

受取配当金 16,768 22,003

持分法による投資利益 2,373 1,186

技術権利料 6,854 6,705

その他 3,508 2,600

営業外収益合計 29,510 33,005

営業外費用   

支払利息 4,577 9,028

その他 168 4,204

営業外費用合計 4,745 13,233

経常利益又は経常損失（△） 83,214 △18,863

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
83,214 △18,863

法人税、住民税及び事業税 1,331 3,160

法人税等調整額 23,103 △10,567

法人税等合計 24,435 △7,407

中間純利益又は中間純損失（△） 58,779 △11,456

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
58,779 △11,456
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

中間純利益又は中間純損失（△） 58,779 △11,456

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 145,627 △19,458

退職給付に係る調整額 4,221 521

その他の包括利益合計 149,849 △18,936

中間包括利益 208,629 △30,392

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 208,629 △30,392

非支配株主に係る中間包括利益 － －
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2023年12月１日
　至　2024年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
83,214 △18,863

減価償却費 58,364 75,078

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △34,692 △49,080

受取利息及び受取配当金 △16,773 △22,512

支払利息 4,577 9,028

為替差損益（△は益） △782 923

持分法による投資損益（△は益） △2,373 △1,186

売上債権の増減額（△は増加） 279,583 293,135

棚卸資産の増減額（△は増加） 37,595 47,163

仕入債務の増減額（△は減少） △276,766 △190,473

その他 △155,804 △18,443

小計 △23,858 124,767

利息及び配当金の受取額 16,773 22,512

利息の支払額 △4,753 △9,377

役員退職慰労金の支払額 － △5,264

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △38,022 19,054

営業活動によるキャッシュ・フロー △49,861 151,693

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △114,518 △93,202

無形固定資産の取得による支出 △400 △998

投資有価証券の取得による支出 △180 △179

その他 4,733 31

投資活動によるキャッシュ・フロー △110,364 △94,349

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 180,000 130,000

長期借入れによる収入 300,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △257,991 △263,963

配当金の支払額 △29,899 △29,899

その他 △345 △440

財務活動によるキャッシュ・フロー 191,764 185,696

現金及び現金同等物に係る換算差額 779 △911

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 32,317 242,128

現金及び現金同等物の期首残高 1,903,369 1,914,788

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,935,686 ※ 2,156,917
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(２)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前中間連結会計期間及び前連結会計年度については遡及

適用後の中間連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前中間連結会

計期間の中間連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

 

（追加情報）

（法人税等の税率の変更による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（令和７年法律第13号）が2025年３月31日に国会で成立し、2026年４月

１日以後に開始する連結会計年度より、「防衛特別法人税」の課税が行われることになりました。

　これに伴い、2026年12月１日以後開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異等については、繰

延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は30.6％から31.5％に変更し計算しております。

　なお、この税率変更による影響は軽微であります。

 

（中間連結貸借対照表関係）

１．保証債務

　三井物産ケミカル㈱の売掛債権に対する保証額であります。

 
前連結会計年度

（2024年11月30日）
当中間連結会計期間
（2025年５月31日）

 16,876千円 17,751千円

 

※２．中間連結会計期間末日満期手形等

　中間連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の中間連結会計期間末日満期手形等が中間連結

会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2024年11月30日）
当中間連結会計期間
（2025年５月31日）

受取手形 35,988千円 25,784千円

電子記録債権 96,259 111,967

支払手形 9,487 10,946

電子記録債務 163,896 196,843

流動負債　その他（設備支払手形） 6,534 9,358

 

（中間連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2023年12月１日

　　至 2024年５月31日）

　当中間連結会計期間
（自 2024年12月１日

　　至 2025年５月31日）

従業員給料及び手当 129,773千円 130,097千円

運賃及び荷造費 80,360 76,481

退職給付費用 12,057 10,048
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（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間

（自 2023年12月１日
至 2024年５月31日）

当中間連結会計期間
（自 2024年12月１日
至 2025年５月31日）

現金及び預金 1,935,686千円 2,156,917千円

現金及び現金同等物 1,935,686 2,156,917

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年12月１日　至　2024年５月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 2024年２月22日

定時株主総会
普通株式 29,899 30 2023年11月30日 2024年２月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年12月１日　至　2025年５月31日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

 2025年２月21日

定時株主総会
普通株式 29,899 30 2024年11月30日 2025年２月25日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年12月１日　至　2024年５月31日）

　当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年12月１日　至　2025年５月31日）

　当社グループは、塗料の製造、販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

川上塗料株式会社(E00896)

半期報告書

15/19



（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

 

前中間連結会計期間

（自　2023年12月１日

　　至　2024年５月31日）

当中間連結会計期間

（自　2024年12月１日

　　至　2025年５月31日）

合成樹脂塗料 2,698,111 2,583,603

油性塗料 1,072 916

ラッカー 10,348 12,498

塗料希釈剤 151,914 143,929

関連製品 11,467 8,835

その他 40,796 49,428

顧客との契約から生じる収益 2,913,709 2,799,212

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 2,913,709 2,799,212

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益又は１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間

（自　2023年12月１日
至　2024年５月31日）

当中間連結会計期間
（自　2024年12月１日
至　2025年５月31日）

１株当たり中間純利益又は１株当たり中

間純損失（△）
59円04銭 △11円51銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益又は親

会社株主に帰属する中間純損失（△）

（千円）

58,779 △11,456

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益又は親会社株主に帰属する中

間純損失（△）（千円）

58,779 △11,456

普通株式の期中平均株式数（株） 995,601 995,538

　（注）当中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、１株当たり中間純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　前中間連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年７月15日

川上塗料株式会社

取締役会　御中

 

仰星監査法人

　大阪事務所
 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 平 塚　 博 路 

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 芝 﨑　　晃  

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川上塗料株式会

社の2024年12月１日から2025年11月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年12月１日から2025年５月31日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連

結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、川上塗料株式会社及び連結子会社の2025年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重

要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

　手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

　る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

　られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

　認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

　る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸

表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、
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中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以上

 

　（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれておりません。
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